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下
川
崎
字
古
城
内
に
あ
る
観
音

堂
に
、
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）三

月
野
地
弥
源
太
豊
成
が
奉
納
し
た

算
額
で
す
。

　

ケ
ヤ
キ
材
一
枚
板
の
周
囲
を
額

装
し
て
あ
り
、
額
寸
法
縦
四
〇
・

五
㎝
、
横
五
六
・
一
㎝
、
実
寸
法

縦
三
二
・
三
㎝
、
横
四
八
・
四
㎝

を
測
り
ま
す
。

　

額
面
に
は
、
円
と
楕
円
と
の
接

触
の
問
題
二
問
が
彫
り
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
以
前
は
、
図
形
の
部
分

に
白
色
と
緑
色
の
顔
料
で
彩
色
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
剥
落

し
て
い
ま
す
。

　

奉
納
者
で
あ
る
野
地
豊
成
は
、

文
化
元
年（
一
八
〇
四
）古
城
内
に

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
の
ち
、
二
本

松
城
下
の
松
岡
で
蚕
物
を
扱
う
商

家「
柏
屋
」を
営
む
か
た
わ
ら
、
最さ

い
じ
ょ
う上

流
和
算
家
で
も
あ
っ
た
宍
戸
佐
左

衛
門
の
門
人
と
な
り
、
和
算
の
普

及
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

慶
応
二
年（
一
八
六
六
）に
没
し
、

戒
名
は「
楽
算
院
鉄
山
淨
堅
居
士
」

と
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
算
額
は
、
旧
安
達
町
に
残
る

中
で
は
最
も
古
く
、
保
護
し
て
い

く
価
値
が
あ
る
た
め
、
昭
和
五
十

三
年（
一
九
七
八
）に
有
形
文
化
財

﹇
歴
史
資
料
﹈と
し
て
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

阿
武
隈
峡
の
島
山
、
稚
児
舞
台

を
見
下
ろ
す
東
岸
の
中
腹
・
太
田

字
岩
前
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

古
く
は
境
内
に
あ
る
岩
窟
内
に

小
宮
殿
が
安
置
さ
れ
、
岩
屋
の
薬

師
と
い
わ
れ
、
岩
蔵
寺
の
起
源
と

な
り
ま
し
た
。

　

薬
師
堂
は
向こ

う
は
い拝
一
間
を
付
け
た

宝ほ
う
ぎ
ょ
う形

造
り
、
桁
行
・
梁
間
と
も
に

三
間
で
、
中
央
間
が
広
い
三
間
堂

で
す
。
和
様
建
築
を
主
体
と
し
、

わ
ず
か
に
近
世
風
の
唐
様
が
混
じ

る
素
木
の
簡
素
な
手
法
で
す
が
、

二
重
の
垂た
る
き木
を
支
え
る
三
手
先
の

組
物
、中
備
の
蟇か

え
る
ま
た股、円
柱
は
堂
々

た
る
風
格
が
あ
り
ま
す
。

　

堂
内
中
央
に
古
い
厨ず

し子
を
安
置

し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
岩
窟
内

に
あ
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
木こ

ば
ぶ
き
羽
葺

屋
根
に
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
た
痕
跡

が
み
ら
れ
ま
す
。

　

厨
子
内
部
に
は
、
永
禄（
一
五

五
八
〜
一
五
七
〇
）銘
の
薬
師
と

両
脇
侍
を
安
置
し
て
い
ま
す
。
棟

札
か
ら
、
厨
子
の
年
代
は
延
享
元

年（
一
七
四
四
）と
み
ら
れ
ま
す
。

　

堂
前
に
は
磨
崖
薬
師
を
彫
っ
た

岩
窟（
岩
屋
薬
師
）が
あ
り
、
背
後

の
山
に
は
三
十
三
観
音
を
線
刻
し

た
岩
石
群
が
多
く
、
古
来
か
ら
信

仰
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

昭
和
五
十
一
年（
一
九
七
六
）、

有
形
文
化
財﹇
建
造
物
﹈に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

亀
谷
坂
頂
上
の
観
音
堂
境
内
に

あ
る
高
さ
一
・
三
ｍ
、
最
大
幅
一
・

一
ｍ
、
厚
さ
二
五
㎝
ほ
ど
の
板
状

の
自
然
石
を
用
い
た
句
碑
で
す
。

　

堂
正
面
に
は
延
享
二
年（
一
七

四
五
）銘
の「
千せ

ん
ぴ
そ
ん

臂
尊
」偏
額
が
掲

げ
ら
れ
、境
内
に
は
天
保
五
年（
一

八
四
四
・
弘
化
元
）に
城
下
総
駅

馬
ひ
き
達
が
建
立
し
た
巨
大
な
馬

頭
尊
供
養
塔
を
は
じ
め
、
不
動
明

王
石
像
や
庚こ

う
し
ん申
塔
な
ど
が
多
数
立

ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　

句
碑
は
石
段
を
登
り
つ
め
た
右

側
に
あ
り
ま
す
。
風
化
お
よ
び
一

部
破
損
の
た
め
少
々
判
読
し
に
く

い
で
す
が
、『
春

し
ゅ
ん
き
ょ
う
づ
か

鏡
塚
』と
題
し
、

「
人
も
見
ぬ　

春
や
鏡
の　

う
ら

の
梅
」の
句
と
、「
蔵ぞ

う
ろ
く
ぼ
う
き
ょ
ら
い

六
坊
虚
来
」

の
名
が
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

裏
面
に
は
、
松
尾
芭
蕉
の
略
歴

と
虚
来
が
建
立
し
た
こ
と
を
刻
し
、

末
尾
に「
安
永
丙ひ

の
え
さ
る申
之
春　

藤
宗

英
識
」と
あ
り
、
安
永
五
年（
一
七

七
六
）に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

藤
宗
英
と
は
、
当
時
二
本
松
藩

主
の
侍
医
で
文
学
者
で
も
あ
っ
た

遠
藤
鹿
山
の
こ
と
で
す
が
、
虚
来

に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
も
の
の

定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
句
は
元
禄
五
年（
一
六
九
二
）

夏
に
発
行
し
た
芭
蕉
と
門
下
の
連

句
・
発
句
撰
集『
己お

の

が
光
』に
収
め

ら
れ
、
同
年
の
元
旦
に
作
ら
れ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
の
意
味
は
、「
鏡
の
裏
の
模

様
の
梅
は
、
ひ
っ
そ
り
と
春
の
訪

れ
を
告
げ
て
い
る
。
人
が
見
も
し

な
い
春
と
で
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。」と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
歌
碑
・
句
碑
の
中

で
は
最
も
古
く
、
平
成
元
年
に
史

跡
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
本
松
市
の
指
定
文
化
財  

⑩

市
指
定

『
岩
蔵
寺
薬
師
堂

 

・
厨
子
』

市
指
定

『
亀
谷
観
音
堂
の

 

芭
蕉
句
碑
』

市
指
定

『
野
地
観
音
堂
の

 

算
額
』


